
 

新 年 度 (２ ０ ２ ３ 年 度 )が 

ス タ ー ト し ま す ！ 

 今年の冬は暖冬というイメージでしょうか。昨年と比べると一般に気温が

高いのか雪が少ないというイメージで捉えられることがほとんどで、業者の

敷地内の除雪の回数を見ても昨年とは違い減っており、雪解けが早く春の 

気配が近づく中、私たちの生活様式も元に戻る気配を感じます。 

新型コロナ感染症の影響でこの３年間は行動規制がきつく、各事業所に  

おいての感染拡大の傾向により利用者様の行事や外出、作業等にも大きな波

が寄せられました。保護者の皆様方、地域の皆様方等にもいろいろとご迷惑

をおかけいたしました。しかし、規制緩和が徐々に進み、３月中旬からは   

マスクの着用が個人の判断に任され、５月からは感染類型が２類相当から 

５類に変更される事が決まりました。法人内の対応行動指針も何度も修正し

ながら、換気、清掃、マスクの着用等、面会や帰省に関しても少しずつ緩和策

が変化してきております。 

さて、いよいよ４月１日より２０２３年度がスタートです。ウィズコロナ

生活と共にいろいろな歯車が動き出そうとしております。まず何度も問い合

わせのあったカフェラベンダーが地域の皆様方にいよいよオープンできそう

です。法人行事の開催や利用者様の大好きな外出等も企画が用意されており、

これまでの活動のあり方を再検討し、より新しいスタイルを模索していきた

いと思っております。各事業所においては、中期経営計画を念頭に部分的な

お部屋の改修、稼働率のアップ、物価高騰と光熱費高騰によるコスト削減、 

災害対策やさらなる感染症対策の強化、リスクマネジメント強化、高齢対策

や人権擁護の専門性の強化等、地域貢献事業も増やしながら協働関係を構築

していきたいと思います。 

この３年間で、新聞等に福祉事業所等が話題に登ることが見られました。

法人内のチェック機能が働かず、違法性をはらむ結果としてガバナンス不全

の実態が浮き彫りになったと言わざるを得ません。そこには職員の数的不足

や業務状況の慢性化が悪循環となり負の要因として表出した可能性もありま

す。 

私たちはアフターコロナでも不安の中で業務に就いており、人としての 

生き方を絶えず学び続ける気持ちを大切に、利用者の皆様が安全・健康で  

生活できますように、保護者の皆様にも安心していただけますように、努力

していきたいと思っております。 

どうぞ今年度もよろしくお願い申し上げます。 

（２０２３年３月２０日記） 
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総合施設長 村田英男 


